
明治十年代の京都冠句の傾向

明
治
十
年
代
の
京
都
冠
句
の
傾
向

は

じ

め

に

冨
　
田
　

和
　
子

明
治
十
年
代
と
い
え
ば
同
十
年
西
南
の
役
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
暫
く
物
価
が
高
騰
す
る
が
、
同
十
一
年
五
月
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の

参
加
や
同
年
六
月
京
都
で
博
覧
会
開
催
の
話
題
な
ど
庶
民
も
新
し
い
時
代
に
慣
れ
て
来
た
と
見
て
よ
い
頃
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
冠
句
集
の

（
注
古
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
注
2
）

編

集

意

識

は

名

古

屋

の
狂

俳

集

と

同

様

で

、

次

の

『
冠

歌

京

の
水

』
（
明

治
1
3
年

夏
　

轡

家

芝

雄

撰

）

自

序

に
見

ら

れ

る
如

く

で

あ

る

。

冠
歌
京
の
水
卜
号
け
、
諸
風
子
の
詠
吟
を
集
め
、
勧
善
懲
悪
の
理
非
を
諭
し
、
童
蒙
の
教
へ
草
と
抜
草
を
彫
刻
な
し
、
普
く
弘
通
し

け
る
也
。
　
　
　
　
明
治
十
三
庚
辰
年
夏
　
轡
家
芝
雄
　
　
　
　
開
化
し
て
四
民
一
和
に
世
の
勉
強
　
日
増
に
栄
ふ
国
の
恩
沢

と
は
い
え
、
『
雑
俳
集
成
』
第
二
期
1
2「
雑
俳
雑
聚
2
」
で
明
治
の
京
都
冠
句
を
一
読
す
る
と
、
作
品
に
は
季
節
や
人
情
の
機
微
を
詠

む
も
の
が
多
く
、
文
明
開
化
の
意
識
や
時
代
を
反
映
し
た
句
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

（
注
2）

と
こ
ろ
で
こ
の
『
冠
歌
京
の
水
』
は
題
を
い
ろ
は
順
に
並
べ
初
学
者
向
け
に
と
編
集
し
、
『
皿
名
家
玉
の
聾
』
（
明
治
1
9年
　
聚
玉
社
・

五
九



六
〇

玉
群
社

蔵
板
）
は

「
通
信
交

際
の
不

便
な

る
を
」
解
消
す

る
た
め
に
と

一
四

八
名

の
作

者
の
実
名

・
住
所

・
俳
号

・
作
例
を

載
せ
て
紹
介

す

る
。
京

都
冠
句

は
明
治

十
年
代

で
は

京
阪

中
心
で

舵
っ
た

が
い

箭
名

家
玉

の
1　
』

や
同
三

十
年

『
昌

冠
句
京

羽
八
1
1　』
　（
福
知

清
次

郎
編
）

に
は
作
者

の
所
在
地

に
京

阪
の
他
、
東

京
・
下
総

・
伊
勢
・
近
江

・
大
和

・
土
佐
等

が
見
え

、
京
阪

の
冠

句

が
全
国

的
に
交
流
を

持
ち
行

わ
れ
た
こ

と
が
窺
わ

れ
る
。
文
化
東

遷
と
叫

ば
れ
て
久
し

い
明
治
十

年
代

の
京

都
冠
句

が
「
勧
善
懲
悪

の
理
非
を
諭
し

、
童
蒙

の

教
へ
草

」
に
と
表

現
し
た
世
界

の
一
端
を

、
ま
ず
当
時
冠

句
判
者
を
職
業

と
し
た
人

々
の
撰
句

の
傾
向
を
窺
う
こ

と
か
ら
考

察
す
る

。

明
治
十
年
代
の
傾
向

当

時
の
京

都
冠
句

の
傾
向
を

窺
う
た

め
に

『
皿

十
會

す
八
に
』
（
岡

橋
松
四

郎
編
　

明

治
1
5年
刊

）
か

ら

『
四
名
家
玉

の

聾
』

に
「
冠

―

句
判

者
」
と
あ

る
京
都
在
住

の
4

名
の
上
位

句
（
天
地

人
感
吟
句
）
を
引

用
す

る
。
撰
者
名

の
下

に

『
四
名
家
玉

の
聾
』
の
記

事
（
住
所

・

氏
名

・
作
句
例

な
ど
）
と
掲
載
丁

を
記
す

。
引

用
句

の
作

者
名
下
を
同

書
に
載

る
場

合
に
、
職
業
等

を
適
宜
記

し
た
。
以
下
同

じ
。
な

お

『
皿
皿
十
會

す
ま
ひ
』

は
「
狂
俳
」
と

角
書

が
あ

る
が
冠
句
で

あ
っ
て
名
古
屋

の
狂
俳
と

は
異
な

る
。

○

轡
家

芝
雄
撰

［
堀
井
伊
助
父
　

三

世
轡
家

「
嬉
し

い
ナ
ア
　

今
年
も

花
に
顔
合

す
」
（
4
9丁

表
）
　（
堀
井
伊
助

は
4
8丁

裏

に
書
物
仕
立
業

工

只
醒

ケ
井

通
五
條
上

ル
　

茂
り
屋
芝

蝶
）
」

＊
現
在

の
下

京
区
醒

ケ
井
通
五

條
上
ル
。
西
本
願

寺
の
北
方

辺
り
。

①
　

若

い
な
ア
　
　
　
　

天
案
事

る
親
の
苦
を
し

ら
ぬ
　
　
　

楳
　

月

（
太
物
類

あ
っ
し

・
ぽ
っ
ち
足
袋

・
染
手

拭

シ
ャ
ツ
商
）

「
案
事

る
」
は
心

配
す

る
。
無
鉄

砲
な
若

者
に
対

す
る
感
想

。
心
配
す

る
親

の
気

苦
労

を
知
ち

な
い
で
、

後
先
も

考
え

ず

に
無
鉄
砲

な

事

を
す

る
な

ん
て
若

い
な

あ
。
先
物
相
場

に
で
も
手

を
伸
ば
し
た

の
だ
ろ
う
か

。

②
　

人
気

が
立
　
　
　
　
　

地
金
貨

銀
貨
も
飛
上

が
る
　
　
　
　
　

綾
　

丸

（
諸
国
向

半
衿
仕
入

處
　

薮
田
庄
兵

衛
父
）



明治十年代の京都冠句の傾向

明

治
九
年

の
金
禄
公
債

の
発
行
、
同
十

年
の
西
南

の
役
の
た

め
急
に
多
額

の
不

換
紙
幣

の
増
発

が
あ
り

、
夏

頃
か
ら
同

十
四

年
ま

で
物

価

騰
貴

に
よ
っ
て

紙
幣
価
値

の
下

落

。
同
十
四

年
に
は
米

価
等

は
約
二

倍
に
ま
で

騰
貴

。
（
小
野

秀
雄
編

『
新
聞
資

料
明
治
話

題
事

典
』

「
明

治
七
年

の
物
価
」
の
項

。
東

京
堂
出
版
　

新
装
版
　

平
7

）
紙
幣
価

値
の
下
落

が
金

貨
銀
貨

の
評
判
を
高

め
て
、
価
値

が
安
定
し
た

。

③
　

恥
か
し

い
　
　
　
　
　

人
皮
脱

ぎ

や
同
じ
世

の
髄
質
　
　
　

君
　

駒

（
酒
商
　

下

京
縄
手

通
新
橋
上

ヤ

「
こ

ん
な
貧
乏

だ
か
ら

生
き
て

ぃ
る
の

が
つ
ら

い
」

と
言

っ
て

い
る
の
を
慰

め
て

い
る
。
何
を

着
て
ぃ
た

っ
て
、

一
皮
剥
け

ば
同
じ

骸

骨

に
な
る
よ

。
＊

現
在

の
東

山
区

元
吉
町

辺
り
。
京
阪
電

鉄
三
条
駅

の
南
辺
り

。

④
　

暖

い
く
　
　
　
　

感
吟
若
葉

産
ミ
出
す
比
良
伊

吹
　
　
　

福
　

助

「
比
良

」
は
滋
賀
県

琵
琶
湖
西
岸

の
山
の
名

。
比
良
の
暮
雪

は
近
江
八
景

の

几

「
伊
吹
」

は
滋
賀
・
岐

阜
県
境
に
あ

る
山
の
名

。
伊
吹

嵐

は
有
名

。
暖

か

い
と
思

っ
た
ら
、
寒
風

で
有
名
な
比

良
山
も
伊
吹

山
も
新
芽

が
萌
え

出
し

て
美
し

い
。

⑤

九

か
ら
入
　
　
　
　

感
吟
冥
途
へ

響
け
迎
ひ

鐘
　
　
　
　
　

柳
　

雄

「
迎

鐘
」
は
八
月

八
日

（
旧

暦
七

月
）

に
京

都
東
山
区

の
珍

皇
寺

（
臨

済
宗
建

仁
寺
派
）

に
詣

で
、
本
堂

の
東
側

に
あ

る
鐘
楼
の

鐘
を

つ
く
と
そ

れ
を
き

い
て
精
霊

が
来
る
と

い
う

。
こ

の
本

堂
前
は
石
地

蔵
が
多
く

並
び
、
俗

に
六

道
辻

（
現
世

と
冥
途
と

の
境
）
と
呼

ん
で

い
る
。
秋

の
季

語
。
新
盆

な
の
だ

ろ
う

か
。
何
と

な
く
哀
れ

さ
寂
し

さ
が
伝
わ

っ
て
来

る
。
精
霊
を
迎
え

に
六
道
辻
を

越
え

て
冥
途
ま

で

響
け
と
、
力

を
入

れ
て

鐘
楼
の
鐘
を
撞

く
。

京
都
冠
句
の
ほ
と
ん
ど
が
話
し
言
葉
風
に
出
題
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
芝
雄
の
撰
は
他
者
の
観
察
と
思
い
や
り
が
テ
ー
マ
。

○
吉
日
庵
暦
平
撰
［
東
洞
院
通
五
條
南
人
二
町
目
福
島
町
　
西
川
辰
之
助
　
蕉
門
別
号
　
夏
盛
庵
　
父
　
雲
峰
　
五
世
吉
日
庵
「
秋
じ
ゃ

な
あ
　
班
に
よ
ま
る
ゝ
唐
が
ら
し
」
（
4
5丁
裏
）】
　＊
現
在
の
下
京
区
東
洞
院
通
五
条
下
ル
ニ
丁
目
。
束
本
願
寺
と
渉
成
園
の
北
辺
り
。

六
一



六

二

⑥
　
呑
過
で
　
　
　
　
　
　
天
親
思
ふ
身
も
千
鳥
聞
く
　
　
　
　
　
柳
　
雄

「
呑
過
て
」
か
ら
千
鳥
足
。
「
千
鳥
」
は
哀
調
を
帯
び
た
声
で
鳴
く
。
冬
の
季
語
。
呑
過
ぎ
て
千
鳥
足
に
な
っ
て
、
千
鳥
の
哀
調
を
帯
び

た
声
を
聞
く
と
、
老
い
て
足
元
の
頼
り
な
く
な
っ
た
親
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
感
傷
的
に
な
る
。

⑦
　
桜
見
て
　
　
　
　
　
　
地
聖
り
の
き
ざ
す
凡
夫
心
　
　
　
　
　
五
　
洞

美
し
い
桜
を
見
て
い
た
ら
、
聖
人
の
心
に
も
凡
夫
の
浮
気
心
が
起
こ
っ
て
き
た
。

⑧
　
恋
し
い
ナ
ア
　
　
　
　
人
空
行
鳥
も
わ
が
な
ミ
だ
　
　
　
　
　
吟
　
之

ど
ん
な
に
恋
し
く
て
も
逢
う
事
が
で
き
な
い
で
い
る
と
、
空
を
飛
ん
で
行
く
鳥
が
羨
ま
し
く
て
、
私
の
涙
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
。

す
ぐ
に
で
も
飛
ん
で
行
き
た
い
気
持
ち
。

⑨
　
桜
見
て

感
吟

霊
地

踏
日
ハ

い
つ
も
春

飛
　

雀

「
霊
地
」
は
神
仏
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
地
。
桜
の
花
が
咲
い
た
の
を
見
て
、
四
国
巡
礼
に
出
か
け
る
良
い
季
節
に
な
っ
た
と
思
う
。

⑩
　
朝
夕
に
　
　
　
　
　

感
吟
座
禅
し
て
得
る
法
の
奥
　
　
　
　

松
　
悦
（
呉
服
悉
皆
商
　
下
京
四
條
通
猪
熊
西
か
）

勤
勉
な
修
行
僧
。
毎
日
座
禅
を
続
け
て
、
仏
法
の
奥
義
を
極
め
る
事
が
で
き
る
の
だ
。
＊
現
在
の
下
京
区
四
条
通
猪
熊
西
人
ル
。
阪
急

電
鉄
大
宮
駅
東
辺
り
。

⑨
　
天
気
が
よ
い
　
　
　
感
吟
見
舞
ふ
だ
医
者
も
留
守
誉
る
　
　

清
　
芝

よ
い
天
気
に
誘
わ
れ
て
散
歩
に
出
か
け
た
後
に
、
往
診
に
来
た
医
者
が
元
気
に
な
っ
た
の
を
驚
い
て
褒
め
て
い
た
。

こ
こ

で
の
暦
平

の
撰
に
は
、
自
己

の
感

情
を
中
心
に
据
え

て
表
現

さ
れ
た
も
の

が
多

い
。

○
信

時
庵
雙
羽
撰

［
京
　

小
山

清
六
「
仙
人

め
か
し
　

霞
汲

う
と
書
生
洒

落
」
（
9
丁

裏
）
】



明治十年代の京都冠句の傾向

⑩
　

ひ
ら

く

と
　
　
　
　

天
弥
陀
の
夢
見

に
花

が
降
　
　
　
　
　

五
　

洞

「

弥
陀
」
は

阿
弥
陀

（
仏
名
）

の
略

。
「
夢
見
」

は
夢

を
見

る
こ

と
。
「
花

が
降
」

は
散

花

（
清

め
る
た

め
に
紙
製

の
花
な

ど
を
ま

い
て

仏
に
供
養
す

る
こ
と

。
）
の
様
子

。
阿
弥
陀
様

の
夢
を
見

た
。
そ
こ
で
は

有
り
難

い
蓮
の
花
び
ら

さ
へ
も
ひ
ら
ひ

ら
と
降

っ
て
い
た
。

⑩
　

治
り

く
　
　
　
　

地
塗

炭
と
や
ら
を
知

ら
ぬ
民
　
　
　

圭－

丸

「
塗

炭
」
は
泥
と

火
。
非
常

な
苦
し
み
、

歎
難
の
讐
え

。
平

和
に
な

っ
て
明

治
政
府

は
有
り
難

い
事
だ
。

⑩
　

知
ら

ぬ
顔
し
て
　
　

人
名

告
り
や
不
為

の
涙
だ

の
む
　
　

松
　

月

（
官

許
商
標

〈
万
　

京
羽
二
重

綿
ブ

「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
八
段
目
「
巡
礼

唄
の
段
十
の
趣

か
。「
不
為
」
は
た
め
に

な
ら
な

い
こ
と

。「
涙
を

の
む
」
は
涙
を
じ

っ
と
堪
え

る
。

名
乗

っ
た

ら
こ

の
子

の
た
め
に
な

ら
な
い
と
、
涙

を
じ
っ
と
こ

ら
え

て
知
ら

ぬ
顔
を
し
て

い
た
。

⑤
　

き

れ
い
な
く
　
　

感
吟
親
の
こ

ヽ
ろ
を

貰
わ
れ

る
　
　
　
　

圭－
　
丸

深
窓

の
ご
令
嬢

。
さ
す
が
高
潔

な
親
の
薫
陶
を
う

け
て
、
そ

の
ま
ま
親

の
気
質

を
受
け

継
い
で

い
る
。土

谷
　

恋
じ

ゃ
ナ
ア
　
　
　

感
吟
逢
に
の

ぼ
っ
て
恥

か
し

い
　
　
　

京
梅
　

史

（
醤
油
商
　

工

。只
川
原
町
通
三

條
下

ヤ

恋

の
仕
業

で
し
ょ
う

。
前

後
も
弁
え

ず
、
京

都
に
逢

い
に
行

っ
た
自
分

の
行

い

が
恥
か
し

い
。
＊

現
在

の
中
京
区

河
原
町

通
三

条
下
ル

。

⑤
　

夢

じ
ゃ
ナ
ア
　
　
　

感
吟
御
法
り
尊

ぶ
鎧
脱
ぐ
　
　
　
　
　
　

松
　

悦

「
御
法
り
」

は
仏
法

。
「
鎧
脱
ぐ
」

は
戦
を
止

め
る
。
今

の
世
の
中
は
夢

の
よ
う
だ

。
も
う
戦
は
な

く
な
っ
て
信

仰
の
世
界
を
尊

ぶ
よ
う

に
な

っ
た
。
平
和

な
時
代
。

こ
こ
で
の
雙
羽
の
撰
は
心
理
的
な
事
柄
に
感
心
。

○
金
花
山
正
福
撰
［
下
京
第
六
組
山
崎
町
　
西
村
宗
助
　
三
世
金
花
山
「
俳
友
ハ
是
　
無
沙
汰
苦
に
せ
ず
膝
合
す
」
（
1
8丁
表
）】
＊
現
在

六
三



の
中
京
区

河
原
町

通
三

条
下

ル
ニ
丁

目

。

⑩
　
念
仏
申

天
僧
ハ
手
向

の
一
枝
切

る

柳
　

曲

六
四

ど
ん
な
時
に
も

念
仏

が
口

か
ら
出
て
く

る
門
徒
宗
の
坊
主

が
、
仏
に
捧
げ

る
た
め
の
桧

を
一
枝
切
り
取

る
時
に
も

念
仏
を
唱
え

て
い
た
。

⑩
　

結
び
合
ひ
　
　
　
　
　

地
語
り

や
不

思
儀
に
寄

る
因

ミ
　
　

廉
　

水

偶

々
出

会
っ
た
人

と
互

い
の
身
の
上
話
を
し

て

い
る
と

、
何
の
関
係

も
な

い
と
思

っ
て

い
た
相
手

と
不
思
議

に
縁

が
つ

な
か
っ
て

い
る

こ
と

が
わ
か

っ
た

。

⑩
　

施
し
ず
き
　
　
　
　
　

人
今
日
も

奇
特
の
沙
汰

二
合
ふ
　
　

松
　

悦

「
奇
特

の
沙

汰
」
は

め
っ
た
に
な

い
よ
う
な
す

ば
ら
し

い
こ
と

。
陰
徳
を
積

ん
だ
人
は

偶
然
今
日
も
素

晴
ら
し

い
お
返
し
を
受
け

た
。

⑥
　

い
つ
迄
も
　
　
　
　

感
吟
皇
国

八
千

代
の

さ
ゞ
れ
石
　
　
　
　

松
　

月

「
皇
国
」

は
天

皇
が
統
治

す

る
国

。
昭
和
二

十
年
頃

ま
で
日

本
の
異

称
。
「
さ

ゞ
れ
石

」
は
小

さ

い
石

。
国
歌

「
君

が
代
」
（
明

治
B

年

現
行

曲
作
曲
、
同
2
6年
文
部

省
が
祝
日
大

祭
日
唱
歌

の
一
に
制
定
）

を
踏
ま
え

る
。
い
つ
ま
で

も
こ

の
国
は

巌
と
な

る
ま

で
永
遠
で
す

。

⑩
　

論
ハ
否

や
　
　
　
　

感
吟
世
を
雲

水
と
頭
陀
袋
　
　
　
　
　
　

達
　

花
（
書
物
仕

立
業
）

「
雲
水
」
は
雲
と
水

。「
頭

陀
袋
」
は

僧
が
行
脚

の
際
、
胸

に
掛
け
て
三
衣
（
大

衣

・
七

条
・
五
条
と

い
う
用
途

の
違

う
三

種
類

の
袈
裟
）

等

を
収
め
た
袋

。
「
難

し
い
論
は

お
断

り
。
」

と
、
修
行

僧
は
世
間
を
行

雲
流
水
と

悟
っ
て
頭
陀
袋

を
首
か

ら
か
け
て
遍
歴

す
る
。

⑩
　

月
を
見

て
　
　
　
　

感
吟
憂
ち

ら
す
夜
も

あ
る
配

所
　
　
　

芝
　

鶴

鬼
界
島

に
流
さ
れ
た
俊

寛
の
俤
か

。
「
憂
ち

ら
す
」
は
憂

さ
を
晴
ら
す

。
「
配
所
」

は
罪
に
よ

っ
て
流

さ
れ
た
場
所
。

流
刑

地
に

い
る
つ

ら
さ
を
、
月

の
晩
だ
け
は

綺
麗
な
月
を
眺

め
て
慰

め
る
こ

と

が
で
き

た
。



明治十年代の京都冠句の傾向

こ
こ
で
の
正
福
の
撰
は
神
仏
や
不
思
議
な
事
柄
に
興
味
を
示
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

京
都
冠
句
の
ほ
と
ん
ど
が
話
し
言
葉
風
に
出
題
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
年
代
の
京
都
冠
句
は
題
と
付
け
句
が
付
合
過
ぎ
た
も
の
が
多
い

が
、
冠
句
判
者
を
生
業
と
す
る
人
々
の
撰
句
に
共
通
し
て
窺
え
る
事
は
、
題
の
気
分
を
素
直
に
表
現
し
た
付
句
が
多
い
こ
と
で
、
必
ず
し

も
「
勧
善
懲
悪
の
理
非
を
諭
し
、
童
蒙
の
教
へ
草
」
と
な
る
事
に
拘
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
が
、
芝
雄
撰
に
③
の
燭
腰
、
⑤
の
冥
途
・

迎
ひ
鐘
、
暦
平
撰
に
⑦
の
聖
、
⑨
の
霊
地
、
⑩
の
座
禅
・
法
の
奥
、
雙
羽
撰
に
⑩
の
弥
陀
、
⑥
の
御
法
り
、
正
福
撰
に
⑩
の
念
仏
申
・
僧
・

手
向
、
⑩
の
因
ミ
、
⑩
の
奇
特
の
沙
汰
、
⑩
の
頭
陀
袋
と
上
位
句
に
神
仏
や
信
仰
に
関
係
す
る
よ
う
な
素
材
を
含
む
句
が
多
く
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。

2

文
明
開
化
へ
の
反
応

次
に
『
雑
俳
雑
聚
2
』
に
載
る
明
治
十
年
代
の
三
撰
集
か
ら
文
明
開
化
を
意
識
し
た
句
や
時
代
を
反
映
し
た
句
を
引
用
し
て
み
る
。

①
　
ろ
ぐ
に
も
聞
か
ず
　
　

開
け
ぬ
人
が
世
を
識
る
　
　
　
　

梅
　
司
『
冠
歌
京
の
水
』
（
明
治
1
3年
刊
）

「
開
け
ぬ
人
」
は
旧
弊
の
人
。
新
し
い
変
化
に
つ
い
て
行
け
な
い
人
が
耳
も
貸
さ
ず
に
文
明
開
化
を
批
判
す
る
。

②
　
納
り
く
　
　
　
　
　

嘆
き
し
民
も
世
を
祝
ぶ
　
　
　
　
　
葉
　
左

世
の
中
が
納
ま
っ
て
今
ま
で
不
幸
だ
っ
た
人
々
が
世
の
太
平
を
喜
ん
で
い
る
。

③
　
京
モ
田
舎
モ
　
　
　
　
首
同
じ
布
告
の
意
に
訃
沢
　
　
　

寺
戸
梅
　
山

江
戸
時
代
は
幕
府
が
一
般
に
知
ら
せ
る
場
合
は
御
触
書
と
い
い
、
明
治
十
三
年
当
時
は
、
官
庁
発
の
法
令
は
布
告
・
布
達
・
達
・
告
示

の
四
形
式
あ
っ
た
。
（
朝
倉
治
彦
編
『
明
治
官
制
辞
典
』
東
京
堂
出
版
　
昭
4
4）
京
の
都
で
も
田
舎
で
も
、
全
国
一
斉
に
同
じ
太
政
官
布

六
五



告

の
意

図
に
従
う

。

④
　

能
乙
ザ
く

と

電
信
機
で

は
言
へ

ぬ
訳

／
　

丸

六

六

明
治
十

一
年
六
月
京

都
の
博
覧
会

で
テ
レ

ホ
ン
伝
声
の
器

械
を
展
覧
し
、
二

町
程

（
二
二

〇
m

）
を

通
話
し
て
見
せ

た
。
当
時

の
人
々

は
大

音
声
で
器

械

が
壊

れ
そ
う

だ
っ
た
ら

し

い
。
（
『
新
聞
資
料

明
治
話

題
事
典
』
「
明

治
十
一
年

の
テ
レ

ホ
ン
伝

声
機
」

の
項
）
電

話
口

で
話
し

か
け
る
と
他

の
人

に
も
聞

か
れ
る
の
で

わ
ざ
わ
ざ
出

か
け

て
行

っ
て

直
接
話
を
し

た
。

⑤
　

埓

が
能

い
　
　
　
　
　

人

で
減
ら
し

て
機
械
買

ふ
　

フ
シ
ミ
司
　

⑩

（
運
送
店
　

山

城
伏
見
下
板
橋

東
詰
）

ほ
り
か
わ

「
埓

が
能

い
」

は
埓

が
明

く
で
、
物
事

が
は
か
ど

る
。
「
山

城
伏

見
下

板
橋
東

詰
」
は
現
在

の
京
都
市
伏
見
区

下
板
橋
町

辺
り

の
濠
川

に

架
か

る
下

板
橋
の
束
岸

。
運
送
店
と

は
舟
運
業
で

あ
ろ
う

。
人
手

を
減
ら
し

て
資
金
調
達

し
、
動
力
船
を

買
っ
て
輸

送
が
は
か

ど
る
。

⑥
　

今
比

に
　
　
　
　
　
　

小

判

デ
返
せ

と
ハ
御
包
理
　
　
　

／
　

丸

『
皿
皿
十
會

す
ま
ひ
』
（
明
治
1
5年
刊
）

轡
家
芝

雄
撰
の
内

。
明

治
四
年
新

貨
条
例
制
定

。
古

い
人
間

は
ま
だ
金
貨

・
銀
貨
よ
り

も
小
判
壱
信
用

し
て
い

る
。
使
っ
て
し

ま
っ
た

今
頃

に
、
ま
し
て

や
円

の
時
代

に
小

判
で
返
せ
と

お
し

や
る
の
は
ご
無
理

な
こ

と
で
す

。

⑦
　

ゑ
ら
い
や
つ

女
子

で
も
義

ハ
皇
国
風
俗

吉
日

庵
暦
平
撰

の
内

。
「

皇
国
風
俗
」

を
素
直

に
褒

め
て

素
　

松

い
る
。
女
子

で
も
忠
君
愛

国
の
精

神
に
は
感
服
す

る
。
男
勝
り

だ
。

⑧
　
国
の
徳
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
く
人
智
を
尊
が
る
　
　

打
睡
庵
山
雄
（
冠
句
判
者
　
士
族
　
京
都
府
上
京
区
武
者
小
路
新
町
西
人
）

『
冠
名
家
玉
の
聾
』よ
明
治
1
9年
序
）

句

「
ひ
ら
く
人
智
」
は
義
務
教
育
（
明
治
5
年
学
制
・
同
1
3年
の
改
正
教
育
令
・
同
1
9年
学
校
令
発
布
）
を
示
唆
す
る
か
。「
尊
が
る
」
は

し
き
り
に
尊
ぶ
。
国
家
の
美
点
は
文
明
を
開
化
す
る
人
間
の
教
育
を
し
き
り
に
尊
ぶ
こ
と
で
す
。
＊
御
所
の
西
側
辺
り
。

⑨
　
静
な
事
　
　
　
　

士

道
は
開
け
て
正
し
ふ
に
　
　

花
廼
家
胡
蝶
（
小
間
物
商
　
大
阪
府
東
区
北
久
太
郎
町
二
丁
目
）



明治十年代の京都冠句の傾向

政
治
情
勢
は
静
か
と
は
言
い
難
い
が
、
②
同
様
、
庶
民
生
活
は
平
穏
で
活
気
が
蘇
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
静
か
な
事
に
。
進
む
方
向
は

開
け
て
正
し
く
進
ん
で
い
る
。
＊
現
在
の
大
阪
市
中
央
区
船
場
中
央
二
丁
目
辺
り
。

⑩

自
由
し
て
　
　
　
　
　

民
も
開
化
の
御
代
訊
ふ
　
　

時
鳥
庵
茶
酔
（
職
業
の
記
載
な
し
。
近
江
國
蒲
生
郡
鋳
物
師
村
）

「
自
由
し
て
」
は
自
由
に
な
っ
て
。
自
由
に
な
っ
て
民
衆
も
文
明
開
化
の
こ
の
御
代
を
謳
歌
す
る
≒
自
由
民
権
運
動
（
明
治
7
年
～
同

2
2年
頃
）・

こ
れ
は
評
判
が
よ
か
っ
た
の
か
ヽ
明
治
三
十
年
の
福
知
清
次
郎
編

聶
都
ぺ
1
1　』
の
巻
頭
句
で
再
録
さ
れ
で

い
る
゜
＊
現
在

の
滋
賀
県
蒲
生
郡
蒲
生
町
鋳
物
師
。
琵
琶
湖
の
南
方
。

⑨
　
知
恵
磨
き
　
　
　
　
　

広
う
地
球
の
貨
幣
拾
ふ
　
　

渡
月
庵
花
住
（
珠
数
打
敷
商
）

商
人
の
発
想
ら
し
く
市
場
を
世
界
に
向
け
て
い
る
。
知
恵
を
磨
い
て
、
広
く
世
界
の
貨
幣
を
集
め
て
大
儲
け
す
る
。

『
冠

歌
京

の
水
』
六
二

八
句

・
『
皿
皿
十
會

す
ま
ひ
』

八
二
〇

句
・
『
皿
名
家
玉

の
聾
』
　一
四
八

句
で
合
計

一
五
九

六
句
中
、
こ

の
趣
向

の

句
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
低
く
、
一
割
を
越
え
そ
う
に
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
叙
景
句
・
叙
情
句
の
割
合
は
高
い
。

3

伝

統

尊

重

叙
景
句
・
叙
情
句
を
は
じ
め
に
序
を
引
用
し
た
『
冠
歌
京
の
水
』
か
ら
い
く
つ
か
引
用
す
る
。

①
　
い
さ
ぎ
能
ふ
　
　
　
　

荒
鵜
の
揃
う
毎
り
船
　
　
　
　
　
　
一
　
朝
　
　
　

～
　
　
　
　
　
〈

「
潔
い
」
は
明
快
で
心
地
よ
い
。
小
気
味
が
良
い
。
「
荒
鵜
」
は
気
負
い
た
っ
た
鵜
。
鵜
飼
で
は
主
に
海
鵜
を
使
い
、
体
羽
は
ビ
ロ
ー
ド

黒
色
で
、
紫
・
青
・
緑
等
の
光
沢
が
あ
る
。
桂
川
や
保
津
川
・
宇
治
川
で
は
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
た
。
鮎
は
月
明
を
嫌
う
。
夏
の
夜
の

六
七



六
八

暗
闇
に
川
面
に
光
沢
の
あ
る
気
負
い
た
っ
た
鵜
と
火
の
粉
の
飛
び
散
る
毎
火
を
載
せ
た
鵜
飼
船
が
揃
っ
て
い
る
光
景
は
小
気
味
が
良
い
。

②
　
い
そ
が
し
い
　
　
　
　

人
日
の
曇
る
麦
埃
り
　
　
　
　
　
　
∇

朝

「
麦
埃
」
は
麦
打
作
業
の
時
に
出
る
埃
で
、
夏
め
季
語
。
麦
打
作
業
の
忙
し
い
時
期
は
、
初
夏
の
澄
ん
だ
夕
陽
が
曇
っ
て
見
え
る
ほ
ど

盛
ん
に
麦
埃
が
た
っ
て
い
る
。

③
　
論
ン
も
す
み
　
　
　
　

け
ふ
ハ
由
に
見
る
水
の
月
　
　

大
ッ
寄
　
琥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十

「
論
」
は
喧
嘩
。
こ
こ
で
は
水
争
い
。「
水
の
月
」
は
水
面
の
月
と
水
無
月
を
掛
け
る
。
田
植
え
の
後
で
の
水
を
巡
る
喧
嘩
も
す
む
と
、

す
っ
か
り
夜
に
な
っ
て
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
出
て
い
た
月
が
、
水
の
い
っ
ぱ
い
満
ち
た
田
の
水
面
に
映
っ
て
い
ゐ
の
を
み
て
安
心
し
た
。

一
段
と
美
し
く
見
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
7
月
初
旬
（
旧
暦
5
月
2
0日
頃
）
の
月
の
出
は
夜
十
時
過
ぎ
で
、
次
第
に
も
っ
と
遅
く
な
る
。

－゙
　
　
　
　

』り
F』
”
1
“
I
　

≒
≒
I
　
　
I

゛

“
　
X

④
　

ざ

へ

切

で

氷
柱
の
並
ぶ
冬
の
月

イ

ワ

タ

山
　

月

「
さ
へ
切
て
」

は
空
気

が
冷
た
く
「
冴
え
き

っ
て
サ

い
る
状
態

。
空
気

が
冷
え

て
冴
え

た
冬

の
月

に
照
ら

さ
れ
た
氷
柱

が
並
ん
で

い
る
。

⑤
　

軒

に
た
ち
　
　
　
　
　

初
雪
見
て

る
帯
杖
　
　
　
　
　
　

春
　

曙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

軒
下

に
立
っ
て
帯
を

杖
に
し
て

、
美
し

く
積
も

っ
た

初
雪
を
眺

め
て
、
す

ぐ
に
掃
き
だ

す
の
を
た

め
ら
っ
て

い
る
。
冬

の
訪

れ
に
感
動

。

⑥
　

腰

か
け
て
　
　
　
　
　

豆

茶
に
月
1
　
浮
か
し
て

る
　
　
　

鳩
　

丸

「
豆

茶
」

は
「
夏
涼

の
頃
夜

分
涼

の
場

所
其
外

橋
々
杯
へ

腰
掛
茶
屋

を
出
し

…
…
一
に乙
茶

は

い
り
豆

・
あ
ら
れ
に

塩
を
人
」

れ
て
だ

し
た

も

の
（
・『
浪
花
方

言
』

文
政
二

年
頃
）
。
夏

の
飲
料

。
夏
の
夜

の
涼
み
に
腰
掛

け
て
、
湯

の
み
茶
碗

の
中

の
豆

茶
に
月

を
浮
か

べ
る
よ
う
に

映
し

て
ゆ
っ
た
り
と
楽

し
ん
で

い
る
。

⑦
　

臍
か

ゝ
へ
　
　
　
　
　

片
手
で

釣
だ
雷
の
蚊
帳
　
　
　
　
　

一
　

朝

急

に
雷
鳴

が
森

い
た
の
に
驚

い
て
、
あ
わ

て
て
片
手
で
臍

を
隠
し
、
も
う

片
方

の
手

で
雷
避
け

の
蚊

帳
を
釣

っ
た
。
大
人

に
な
っ
て
も
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雷
に
臍
を
取
ら
れ
る
の
は
怖
い
。
　
　
　
　
　
　
　

＼

⑧
　
ほ
っ
と
し
て
　
　
　
　

中
暖
簾
ま
で
嫁
の
顔
　
　
　
　
　

松
　
月
（
官
許
商
標
〈
万
　
京
羽
二
重
綿
）

「
中
暖
簾
」
は
店
先
に
垂
ら
し
た
屋
号
等
を
染
め
抜
い
た
布
で
は
な
く
、
店
と
奥
の
間
の
間
に
垂
ら
し
た
布
。
そ
の
先
に
は
関
係
者
以

外
は
入
ら
な
い
の
が
通
例
。
お
店
で
は
嫁
の
顔
で
緊
張
し
て
い
る
が
、
中
暖
簾
を
く
ぐ
っ
て
奥
に
入
る
と
気
が
抜
け
て
ほ
っ
と
す
る
。

⑨
　
構
て
お
く
れ
な
　
　

人
恥
は
浮
世
の
う
し
ろ
面
ン
　
　
　

綾
　
丸
（
諸
国
向
半
衿
仕
入
處
　
薮
田
庄
兵
衛
父
）

「
後
面
」
は
歌
舞
伎
の
趣
向
の

几

後
頭
部
に
も
面
を
付
け
、
前
後
の
面
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
に
演
じ
分
け
る
。
こ
の
世
の
中
に
は
裏

と
表
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
裏
ば
か
り
問
題
に
し
な
い
で
く
れ
。

⑩

杏
労
し
て
　
　
　
　
大
尾
捨
だ
思
案
の
道
戻
る
　
　
　
　
　

鳩
　
丸

難
問
に
苦
悩
す
る
姿
。
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、
結
局
最
初
の
考
え
に
戻
っ
た
。

⑥
　
荷
に
な
れ
ど
　
　
　
　

茶
仁
水
添
へ
て
宇
治
戻
る
　
　
　
　
松
　
月

美
味
へ
の
こ
だ
わ
り
。
荷
物
に
な
る
が
、
水
に
こ
だ
わ
っ
て
お
茶
と
一
緒
に
宇
治
川
の
水
を
汲
ん
で
宇
治
か
ら
京
都
ま
で
帰
っ
た
。

叙

景

句

や

叙

情

句

の

傾

向

は

身

近

な

環

境

や

活

気

へ

の

こ

だ

わ

り

と

い

っ

て

よ

く

、

詳

細

に

解

釈

し

て

い
べ

と

、

庶

民

生

活

の

中

の

人

情

の

機

微

や

習

慣

等

が

理

解

で

き

て

お

も

し

ろ

い

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
　

と
　

め

明
治
十
年
代
の
京
都
冠
句
の
傾
向
は
寺
社
の
多
い
京
都
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
時
代
色
の
あ
る
句
よ
り
も
神

六
九



七
〇

仏
に
対
す
る
関
心
の
強
い
何
の
方
が
、
上
位
何
に
採
ら
れ
易
い
。
ま
た
、
精
神
面
へ
の
こ
だ
わ
り
が
窺
わ
れ
、
そ
の
表
現
し
た
世
界
に
は

「
無
益
の
何
よ
り
成
る
一
千
言
よ
り
も
、
聞
き
て
安
穏
を
得
る
一
つ
の
益
あ
る
何
を
勝
れ
た
り
と
す
。」
と
い
う
よ
う
な
啓
蒙
的
発
想
を

踏
ま
え
、
庶
民
生
活
の
中
に
蘇
っ
た
自
由
な
活
気
を
映
し
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
代
川
柳
的
な
社
会
風
刺
と
は
異
な
り
、
生

活
の
中
の
個
人
の
感
情
を
映
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
土
地
柄
か
ら
も
新
時
代
の
影
響
は
少
な
く
、
古
い
形
の
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、

二
十
年
代
以
降
、
正
岡
子
規
が
俳
諧
を
否
定
し
た
後
も
、
全
国
的
に
交
流
を
持
ち
、
流
行
し
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
俳
諧
的
制
約
に

と
ら
わ
れ
ず
、
庶
民
生
活
の
中
に
蘇
っ
た
自
由
な
活
気
を
映
し
出
そ
う
と
し
た
庶
民
の
意
欲
の
大
き
さ
が
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
雑
俳
に
は
破
礼
何
が
多
い
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
し
、
勿
論
、
全
く
破
礼
何
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
素
朴
で
直
接
的
に
表
現

さ
れ
た
の
は
人
間
の
滑
稽
さ
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
て
が
下
品
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
第
一
項
の
冠
句
判
者
撰
の
上
位
何
に
破
礼
何
は
見

ら
れ
ず
、
第
二
項
で
も
文
明
開
化
の
新
し
い
息
吹
を
素
直
に
受
入
れ
て
表
現
す
る
し
、
第
三
項
の
伝
統
尊
重
何
で
は
冠
句
形
式
の
中
で
自

然
や
人
間
の
躍
動
感
や
美
し
さ
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
冠
句
が
雑
俳
様
式
の
一
つ
と
し
て
表
現
で
き
る
世
界
は
持
っ
て
い
た

し
、
明
治
初
年
以
後
の
京
都
冠
句
の
方
向
性
は
、
現
代
冠
句
に
も
生
き
て
い
る
。

ら
1

心

八
2

心

注「
文
明
開
化

と
『
狂
俳
眠
り
ざ
ま
し
』
」
「
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
」
2
3号
2

部
七
五
頁

鈴
木
勝
忠
編

’
『
雑
俳
集
成
』
第
二

期
1
2「
雑
俳
雑
聚
2

」
私
家
版
　
平
S
　

所
収
。

前

号

訂

正

（「
狂
俳
に
見
る
名
古
屋
の
庶
民
感
覚
」
）

九
五
頁
6

行
目
・
8
行
目
　
「
春
」
を
「
夏
」
に
訂
正

。

（
平

成

八

年
十

一
月

）


